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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、復興関連需要等を背景として内需に持ち直しの動きがみられ

たものの、米国での景気回復の鈍化、欧州での財政危機問題の長期化による景気低迷、中国での景気の減速に加え

日中関係の悪化等の影響により、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。 

 当社グループの関連するフラットパネルディスプレイ（ＦＰＤ）市場では、一部の海外パネルメーカーに収益回

復の兆しが見えてきたものの、主力のテレビ向け液晶パネル並びにスマートフォン及びタブレット端末向けの中小

型液晶パネルともに、設備投資の削減及びさらなる延伸が進みました。 

 このような厳しい環境の中、当社グループは、検査関連装置については主に中国及び韓国向け案件での商談成約

に向けた活動を、露光装置については国内外のパネルメーカーへ拡販活動を行ってまいりました。 

 受注金額は、主に韓国向けの検査関連装置並びに露光装置及び検査関連装置の消耗部品及びメンテナンス等の受

注により、6億9千7百万円（前年同期は39億1千8百万円）となりました。前年同期と比べて減少しているのは、前

年同期にはテレビ向け液晶パネル用の大口の検査関連装置を受注したことによります。なお、受注残高は16億9千

万円（前年同期は25億1千7百万円）となりました。 

 上記の結果、売上高は17億4千1百万円（前年同期売上高105億4千8百万円）、営業損失は6億6千万円（前年同期

営業利益9億5千7百万円）、経常損失は6億6千4百万円（前年同期経常利益9億5千9百万円）、四半期純損失は4億9

千5百万円（前年同期四半期純利益6億9百万円）となりました。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ17億4千9百万円減少し、121億8千7百

万円となりました。主な減少は、受取手形及び売掛金13億7千5百万円、現金及び預金2億3千7百万円によるもので

す。 

 負債は、前連結会計年度末に比べ11億6千7百万円減少し、43億8百万円となりました。主な減少は、支払手形及

び買掛金6億8千万円、製品保証引当金1億9百万円、長期借入金1億4千5百万円によるものです。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べ5億8千1百万円減少し、78億7千8百万円となりました。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比

べ、4億3千9百万円減少し、45億3百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果取得した資金は、8千2百万円（前年同期は1億2千4百万円の使用）となりました。資金の取得 

は、主に売上債権の減少額13億2千9百万円、法人税等の還付額3億9百万円により、資金の使用は、主に仕入債務の

減少額6億6千5百万円、税金等調整前四半期純損失7億7千5百万円によります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、3億1千7百万円（前年同期は1億4千6百万円の使用）となりました。主に定期預

金の預入による支出額2億9百万円によります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は、1億9千3百万円（前年同期は1億8千1百万円の使用）となりました。主に長期借

入金の返済額1億3千5百万円によります。 

  

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成24年８月３日（平成25年３月期第１四半期決算発表時）の通期予想につきましては、液晶パネルメーカーの

第２四半期以降の業績回復に伴って、延伸されていた設備投資が再開されることを見込んだものでありました。 

 しかし、液晶パネルメーカーの設備投資の削減及びさらなる延伸が進んだため、平成24年８月３日時点において

今期売上計上見込みであった装置販売案件の一部につき今期の売上計上ができない見込みとなりました。また、液

晶パネルメーカーの工場稼働率の低下等に伴い、消耗部品販売及び改造・メンテナンス案件等の売上が減少するこ

とも、通期売上高の減少の要因となっております。なお、上記の今回修正予想の売上高は、９月末現在での受注済

み案件に加えて、受注間近な大型案件のうち今期売上計上が可能なものを含めております。 

 一方で、売上高の減少及び売価ダウンに伴う利益の減少を最小限に留めるべく、原価の低減に加えて役員報酬及

１．当四半期決算に関する定性的情報
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び従業員給与・賞与のカット並びに各種経費の削減等、全社あげてのコストダウン活動を引き続き行う所存ではあ

りますが、売上高の減少による影響を吸収しきれず、現時点においては売上高70億円、営業損失6億円、経常損失6

億3千万円、当期純損失4億7千万円を見込んでおります。 

  

※上記の業績予想につきましては、本資料発表日現在、当社が入手可能な情報に基づいて作成しております。予想

にはさまざまな不確定要素が内在されており、実際の業績は種々の要素により業績予想とは異なる場合があること

をご承知おきください。 

   

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 当第２四半期連結累計期間において、㈱日本生産技術研究所の株式を取得したことにより、同社を持分法適用の

範囲に加えております。 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産

について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。  

 なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,160 4,922 

受取手形及び売掛金 5,772 4,397 

商品及び製品 52 65 

仕掛品 1,120 1,127 

原材料及び貯蔵品 435 413 

その他 820 642 

貸倒引当金 △30 △20 

流動資産合計 13,331 11,548 

固定資産   

有形固定資産 281 305 

無形固定資産 74 68 

投資その他の資産   

関係会社株式 － 31 

その他 248 232 

投資その他の資産合計 248 263 

固定資産合計 604 638 

資産合計 13,936 12,187 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,983 1,302 

短期借入金 1,250 1,250 

1年内返済予定の長期借入金 280 290 

未払法人税等 27 9 

製品保証引当金 229 119 

引当金 107 73 

その他 475 293 

流動負債合計 4,353 3,339 

固定負債   

長期借入金 1,052 907 

引当金 69 62 

固定負債合計 1,122 969 

負債合計 5,476 4,308 
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,408 2,408 

資本剰余金 2,064 2,064 

利益剰余金 4,170 3,616 

自己株式 △125 △125 

株主資本合計 8,518 7,964 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △3 △5 

為替換算調整勘定 △202 △252 

その他の包括利益累計額合計 △205 △257 

新株予約権 147 172 

純資産合計 8,460 7,878 

負債純資産合計 13,936 12,187 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

売上高 10,548 1,741 

売上原価 8,167 1,473 

売上総利益 2,380 268 

販売費及び一般管理費 1,423 929 

営業利益又は営業損失（△） 957 △660 

営業外収益   

受取利息及び配当金 12 21 

受取保険金 4 0 

その他 1 1 

営業外収益合計 18 23 

営業外費用   

支払利息 4 12 

為替差損 4 3 

持分法による投資損失 － 2 

保険解約損 － 4 

その他 8 3 

営業外費用合計 16 27 

経常利益又は経常損失（△） 959 △664 

特別利益   

その他 － 0 

特別利益合計 － 0 

特別損失   

固定資産除却損 0 0 

割増退職金 － 111 

その他 0 － 

特別損失合計 0 111 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

959 △775 

法人税、住民税及び事業税 327 4 

法人税等調整額 22 △284 

法人税等合計 349 △279 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

609 △495 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 609 △495 
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△） 609 △495 

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △0 △2 

為替換算調整勘定 △147 △50 

その他の包括利益合計 △148 △52 

四半期包括利益 461 △548 

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 461 △548 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 

- 7 -



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△） 959 △775 

減価償却費 56 55 

株式報酬費用 42 24 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 △9 

賞与引当金の増減額（△は減少） △12 △31 

製品保証引当金の増減額（△は減少） 2 △108 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 13 △7 

受取利息及び受取配当金 △12 △21 

支払利息 4 12 

為替差損益（△は益） 7 5 

持分法による投資損益（△は益） － 2 

有形固定資産売却損益（△は益） － △0 

有形固定資産除却損 0 0 

割増退職金 － 111 

保険解約損益（△は益） － 4 

売上債権の増減額（△は増加） △1,602 1,329 

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,771 △6 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △8 153 

その他の固定資産の増減額（△は増加） △3 3 

破産更生債権等の増減額（△は増加） 10 － 

仕入債務の増減額（△は減少） △843 △665 

前受金の増減額（△は減少） △146 △116 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 90 △57 

小計 327 △97 

利息及び配当金の受取額 12 21 

利息の支払額 △4 △12 

法人税等の還付額 － 309 

法人税等の支払額 △459 △26 

割増退職金の支払額 － △111 

営業活動によるキャッシュ・フロー △124 82 
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △2,358 △419 

定期預金の払戻による収入 2,262 209 

有形固定資産の取得による支出 △39 △64 

有形固定資産の売却による収入 － 0 

無形固定資産の取得による支出 △5 △13 

投資有価証券の取得による支出 △0 △0 

関係会社株式の取得による支出 － △33 

貸付けによる支出 △0 － 

貸付金の回収による収入 1 2 

保険積立金の積立による支出 － △92 

保険積立金の解約による収入 － 95 

その他 △6 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー △146 △317 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 5,280 1,150 

短期借入金の返済による支出 △5,280 △1,150 

長期借入金の返済による支出 － △135 

配当金の支払額 △181 △58 

財務活動によるキャッシュ・フロー △181 △193 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △101 △10 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △553 △439 

現金及び現金同等物の期首残高 6,740 4,942 

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,187 4,503 
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該当事項はありません。 

   

   

該当事項はありません。 

   

   

(1）従業員数 

 当第２四半期連結累計期間において、従業員数が前連結会計年度末228名から32名減少しております。その主な

理由は、希望退職者の募集を行い相当数退職したことによるものです。 

 なお、従業員数は就業人員(当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの

出向者を含む。)であり、臨時雇用者(パートタイム労働者及び派遣社員)は含んでおりません。 

(2）生産、受注及び販売の実績  

 当社の生産、受注及び販売額は、事業特性上、パネルメーカーのＦＰＤ関連製造装置の設備投資計画の動向や装

置納入時期の意向により、前年同期と比較した場合、増減額又は増減割合が著しく変動する可能性があります。 

 また、それに加えて検査関連装置に比べて単価が高額な露光装置が拡大していることも、著しく変動させる要因

となる可能性があります。 

 当第２四半期連結累計期間において、ＦＰＤ事業の生産、受注及び販売実績は、次のとおりです。 

 ①生産実績 

 当第２四半期連結累計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりです。  

 （注）１．金額は販売価格によっております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 ②受注金額 

 当第２四半期連結累計期間の受注金額を地域別に示すと、次のとおりです。  

（注）１．金額は販売価格によっております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

４．補足情報

セグメントの名称 

前四半期連結累計期間 

（自 平成23年４月１日 

  至 平成23年９月30日） 

（百万円）  

当四半期連結累計期間 

（自 平成24年４月１日 

  至 平成24年９月30日） 

（百万円）  

前年同四半期比（％） 

ＦＰＤ事業 7,231 1,199 △83.4

合計 7,231 1,199 △83.4

地域 

 前四半期連結累計期間 

（自 平成23年４月１日 

  至 平成23年９月30日） 

（百万円） 

 当四半期連結累計期間 

（自 平成24年４月１日  

  至 平成24年９月30日） 

（百万円） 

 前年同四半期比（％） 

日本 1,373 194 △85.9

中国 67 67 0.2

韓国 1,966 301 △84.7

台湾 511 133 △73.9

合計 3,918 697 △82.2
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 ③販売実績 

 当第２四半期連結累計期間の販売実績を地域別に示すと、次のとおりです。  

   （注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

地域 

 前四半期連結累計期間 

（自 平成23年４月１日 

  至 平成23年９月30日） 

（百万円） 

 当四半期連結累計期間 

（自 平成24年４月１日  

  至 平成24年９月30日） 

（百万円） 

 前年同四半期比（％） 

日本 997 451 △54.7

中国 6,745 661 △90.2

韓国 1,537 399 △74.0

台湾 1,267 229 △81.9

合計 10,548 1,741 △83.5
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